
創立100周年を迎えるため、当期は1株当たり4円の記念配当を実施
する予定です。

第154期  中間報告書
2019年4月1日から2019年9月30日まで 証券コード：4027

創立100周年に寄せて
　株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　当社は2019年9月３０日をもちまして、第154期の第2四半
期連結累計期間を終了しましたので、ここに営業の概況をご報
告申し上げます。
　当社は、2019年12月22日におかげさまで創立100周年
を迎えます。この100年間、社会情勢や市場環境が大きく変
化する中で存続することができましたのも、ひとえに皆様
のご支援の賜物と、心より感謝申しあげます。
　当社は、1919年に帝国人造肥料株式会社を創立したこと
から歴史が始まりました。硫酸関連技術を基盤に、酸化チタ
ンや界面活性剤、さらに機能性微粒子製品や圧電材料など
時代や社会のニーズに合ったさまざまな化学工業製品を研
究・製造・販売し、事業を拡大してまいりました。
　今後も急激に進む市場の多様化に対応できるよう、社員

一人ひとりが自ら考え提案し、
変化に順応できる企業となるべ
く、邁進してまいります。そして、
次の100年も社会に必要とされ
る感動の“素”となることを目指
して、事業活動に取り組んでま
いります。
　今後ともより一層のご指導ご
鞭撻を賜りますよう、よろしく
お願い申しあげます。

代表取締役 社長執行役員
名木田 正男

第154期
（2020年3月期）

22,478

48,000
（予想）

第150期
（2016年3月期）

18,302

36,618

第152期
（2018年3月期）

42,521

20,769

第151期
（2017年3月期）

38,241

18,274

第153期
（2019年3月期）

23,392

47,385

第154期
（2020年3月期）

2,012

4,100
（予想）

第150期
（2016年3月期）

第151期
（2017年3月期）

第153期
（2019年3月期）

第152期
（2018年3月期）

3,624
3,218

2,2532,329

4,070

1,8971,676

4,007

第154期
（2020年3月期）

6,200
（予想）

2,960

第150期
（2016年3月期）

第151期
（2017年3月期）

第153期
（2019年3月期）

第152期
（2018年3月期）

6,108

4,873

2,405

6,033

3,3183,367

5,969

2,723

第154期
（2020年3月期）

3,027

6,200
（予想）

第150期
（2016年3月期）

第151期
（2017年3月期）

第153期
（2019年3月期）

第152期
（2018年3月期）

6,042

2,256

4,731

3,1393,270

5,854

2,767

5,803
第2四半期（累計） 通期

営業利益 （百万円） 

第2四半期（累計） 通期
親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （百万円） 

第2四半期（累計） 通期
売上高 （百万円） 

第2四半期（累計） 通期
経常利益 （百万円） 

トップメッセージ Top Message

連結財務ハイライト Consolidated Financial Highlights  

中間 １８円 期末 22円※（予定）
※普通配当18円＋記念配当4円

年間配当金（2020年3月期）



帝国人造肥料
株式会社とし

て設立
戦後、株式を

上場し、再出
発

事業基盤の強
化を進める

テイカ株式会
社として事業

拡大へ
さらなる飛躍

に向けて

1919年
（大正8年）12月
過リン酸肥料製造の目的で帝国
人造肥料株式会社を設立

1942年
（昭和17年）3月
岡山工場を建設、
フッ化物の製造開始

同年4月
社名を帝国化工株式会社に改称

1944年
（昭和１９年）6月
大和田工場（モンサント式接触硫
酸工場）を買収

1945年
（昭和２０年）8月
大阪工場、岡山工場の
全事業中止

1949年
（昭和24年）5月
東京・大阪両証券取引所に
株式を上場

1961年
（昭和３６年）6月
大阪工場において界面活性剤の
製造開始

1969年
（昭和44年）4月
大和田工場構内に百島倉庫完成、
営業開始

1981年（昭和56年）10月
大阪工場において縮合リン酸塩

（K-ホワイト、K-ボンド、K-フレッ
シュ）の製造開始

2001年（平成13年）10月
界面活性剤製造のため、タイ・チョン
ブリにおいてTAYCA（Thailand）
Co.,Ltd.を設立

2014年（平成２６年）2月
界面活性剤製造のため、ベトナ
ム・ドンナイ省においてTAYCA

（VIETNAM）CO.,LTD.を設立

2017年（平成２９年）4月
三信鉱工株式会社とセリサイト製
品の販売を主目的とする合弁会社 
ジャパンセリサイト株式会社を設立

2018年（平成３０年）1月
圧電材料事業の拡大のため、
TRS Technologies,Inc.の全株式
を取得し、子会社化

2006年（平成18年）9月
表面処理事業の拡大に伴い、
岡山県赤磐市に熊山工場を新設、
製造開始

同年11月
大和田工場の操業停止、
硫酸製造設備除去

1983年（昭和58年）7月
岡山工場にて微粒子酸化チタンの
製造開始

2009年（平成21年）4月
岡山工場内に機能性微粒子製品
の製造設備が完成・製造開始

2014年（平成26年）3月
経済産業省よりグローバルニッチ
トップ企業100選に選定

1984年（昭和５９年）6月
化学薬品の販売を主目的とし、
当社100％出資のテイカ商事
株式会社を設立1967年

（昭和４２年）4月
大阪工場構内において倉庫業

（船町倉庫）営業開始

1965年
（昭和４０年）7月
過リン酸肥料の製造中止

1951年
（昭和２６年）4月
岡山工場において酸化チタンの
製造開始

1938年
（昭和１３年）10月
大阪工場においてルルギ式
接触硫酸の製造設備を設置
し、濃硫酸の製造開始

1939年
（昭和1４年）6月
大阪工場においてフッ化物

（主として人造氷晶石）の製
造開始

1920年
（大正9年）11月
大阪工場を建設、過リン酸肥料
および鉛室式硫酸の製造開始

1973年
（昭和４８年）5月
営業倉庫部門を発展的解消し、
当社100％出資のテイカ倉庫
株式会社を設立

1989年（平成元年）8月
社名をテイカ株式会社に改称

創業まもない頃の大阪工場

第1期営業報告書

建設中の岡山工場

当時の岡山工場 航空写真
（1954年5月15日）

岡山工場 １号カルサイナー

縮合リン酸塩製造工場（K工場）竣工式
（1981年11月15日）

1997年（平成9年）4月
開発本部を分離独立させ、圧電セ
ラミックス製品の製造販売を目的
とした当社100％出資のＴＦＴ株式
会社を設立

焼成炉設備（岡山工場内）

長船分工場（1995年11月）
所在地：岡山県瀬戸内市長船町長船1239-1

熊山工場【左側が工場棟、右側が
事務所・研究棟】（2006年9月）

2019年（平成31年）3月
機能性微粒子製品の需要増加に
伴い、熊山工場に製造設備が完成・
製造開始

整備計画認可公告
（大阪朝日新聞）

1996年（平成8年）1月
表面処理事業の事業化に伴い、岡
山工場長船分工場を建設、製造開
始（現 熊山工場長船分工場）

特 

集

創立100周年を迎え、テイカ株式会社はこれからもさらなる飛躍を目指します。
1919年（大正8年）に帝国人造肥料株式会社として設立されたテイカ株式会社は、
2019年12月に創立100周年を迎えます。この100年の歴史の中で、築き上げてきた
モノづくりの姿勢、それは誠実さです。お客様と真摯に向き合い、試行錯誤を行う中から
より良いソリューションを実現していくことこそ、当社のアイデンティティといえます。
今後も当社は、さらなる飛躍を目指し、大胆にビジネスを変革させ、より大きな満足をもた
らす製品やサービスの実現を目指します。

1941-1960
1919-1940

1961-1980
1981-2000

2001-2019

竣工式（2003年3月10日）

熊山工場（2019年4月）

営業倉庫部 百島倉庫（1969年）

大阪工場新研究室の建屋完成
（1958年3月1日）



前期末
2019年3月31日現在

当第2四半期末
2019年9月30日現在

前期末
2019年3月31日現在

当第2四半期末
2019年9月30日現在

前第2四半期（累計）
2018年4月1日～2018年9月30日

当第2四半期（累計）
2019年4月1日～2019年9月30日

純資産
45,356

負債
18,56013,004

現金及び預金

資産合計
66,309

流動資産
36,882

固定資産
29,426

15,889

2,036

11,501

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

株主資本

その他の包括
利益累計額

非支配株主持分

41,988  

5,214

325

負債・
純資産合計
66,309

純資産
47,528

流動負債

固定負債
12,045

6,735
負債

18,781

負債・
純資産合計
63,916流動負債

固定負債
11,704

6,856

株主資本

その他の包括
利益累計額   

非支配株主持分

40,351
 

4,698

306

13,467
現金及び預金

13,532

2,191

10,583

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

売上高
23,392

営業利益
3,139

経常利益
3,318 親会社株主に

帰属する
四半期純利益

2,253

売上高
22,478

営業利益
3,027

経常利益
2,960

税金等調整前
四半期純利益

2,886

営業外収益
156

営業外
費用

223 73
特別損失

売上原価
販売費及び一般管理費 

16,274
3,177

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
非支配株主に帰属する
四半期純利益

875
△１２

１１

2,012

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

資産合計
63,916

流動資産
37,609

固定資産
26,307

■ 連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

■ 連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

四半期連結財務諸表 Consolidated Financial Statements

セグメント別の概況 Operating Results

●汎用用途の酸化チタンは、国内の販売は前
年同期並みを維持したものの、輸出が
低調に推移し、販売数量、売上高と
もに前年同期を下回る。

●微粒子酸化チタン、微粒子酸
化亜鉛等の機能性微粒子製
品は、化粧品向けの国内の
販売、輸出が堅調に推移し、
販売数量、売上高ともに前
年同期を上回る。

●界面活性剤は、国内の販売、海外の連結子会社の販売ともに
低調に推移し、販売数量、売上高ともに前年同期を下回る。

●硫酸、コンデンサ向けの導電性高分子薬剤は、販
売数量、売上高ともに前年同期並みを維持。無公
害防錆顔料は、国内の販売は前年同期並みとな
るも、輸出は欧米向けが減少し、販売数量、売上
高ともに前年同期を下回る。
●倉庫業は、売上高は前年同期を下回る。圧電
材料は、売上高は前年同期を下回る。一方、米国

の連結子会社の販売は堅調に推移し、売上高は
前年同期を上回る。

酸化チタン関連事業
酸化チタン、微粒子酸化チタン、微粒子
酸化亜鉛、表面処理製品等の製造・販売

界面活性剤、硫酸、無公害防錆顔料、導電性高分子薬剤、
圧電材料等の製造・販売、化学工業薬品等の運送・保管

（単位：百万円）

10,340

第154期
（第2四半期（累計））

9,583
8,107

第152期
（第2四半期（累計））

11,425

第153期
（第2四半期（累計））

第151期
（第2四半期（累計））

8,485

第150期
（第2四半期（累計））

（単位：百万円）

12,138

第154期
（第2四半期（累計））

11,185
10,166

第152期
（第2四半期（累計））

11,966

第153期
（第2四半期（累計））

第151期
（第2四半期（累計））

9,816

第150期
（第2四半期（累計））

その他事業

セグメント別
売上高構成比

22,478
百万円

54.0
%

46.0
%
46.0
%

■ 売上高 10,340百万円
9.5%減前年同期比

■ 売上高 12,138百万円
1.4%増前年同期比



（ご注意）
1.  株主様の住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっ

ております。口座を開設されている証券会社等にお問い合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管
理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でもお取り次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

事 業 年 度

定時株主総会基準日

期末配当金受領株主確定日

中間配当金受領株主確定日

定 時 株 主 総 会

単 元 株 式 数

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

公 告 方 法

上場証券取引所

毎年4月1日から翌年3月31日まで

3月31日

3月31日

9月30日

6月下旬

100株

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502　大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
電話0120-094-777（通話料無料）

電子公告
公告掲載URL　http://www.tayca.co.jp/

（ただし、電子公告により行うことができない事故、その他のやむ
を得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告を掲載いたし
ます）

東京証券取引所　市場第1部

本印刷物は、FSC®認証紙と植物油インキを使用
しています。http://www.tayca.co.jp/

設 立
資 本 金
従 業 員
事 業 内 容

1919年（大正8年）12月
9,855,953,999円
528名
各種化学工業薬品の製造、販売（酸化
チタン、界面活性剤、硫酸、微粒子酸化
チタン、表面処理製品、無公害防錆顔
料ほか）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数
大株主

75,000,000株
25,714,414株

3,810名

株主名 所有株式数（千株）

KBL EPB S.A. 107704 2,491
三井物産株式会社 1,784
三菱商事株式会社 1,630
山田産業株式会社 1,470
みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 みずほ銀行口
再信託受託者 資産管理サービス信託銀行株式会社 1,009

テイカグループ持株会 965
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 814
日本土地建物株式会社 694
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 649
関西ペイント株式会社 612

（注）  当社は、自己株式2,205千株を保有しておりますが、上記には含めておりません。

■ 分布状況

金融機関
証券会社
その他法人
外国法人等
個人その他

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■

500,000株以上
100,000株以上
50,000株以上
10,000株以上
1,000株以上
100株以上
100株未満

58.9%
16.6%
7.5%
7.5%
6.6%
2.8%
0.1%

17.1%
0.9%
40.3%
17.7%
24.0%

所有数別所有者別

株式の状況（2019年9月30日現在） Stock Information

会社概要（2019年9月30日現在） Corporate Profile

株主メモ

事 業 所
本 社
事 務 所
本 店
大阪工場
東京支店

岡山工場

熊山工場

大阪市中央区北浜3丁目6番13号
〒541-0041　電話（06）6208-6400（代）
大阪市大正区船町1丁目3番47号
〒551-0022　電話（06）6555-3250（代）
東京都中央区日本橋3丁目8番2号
〒103-0027　電話（03）3275-0815（代）
岡山市東区西幸西1072番地
〒704-8136　電話（086）946-8311（代）
岡山県赤磐市小瀬木50番地1
〒709-0717　電話（086）995-9290（代）

役 員 代表取締役 社長執行役員
代表取締役 専務執行役員
取締役 常務執行役員
取締役 上席執行役員
取締役 上席執行役員
取締役 常勤監査等委員
社外取締役 監査等委員
社外取締役 監査等委員
社外取締役 監査等委員
社外取締役 監査等委員

名木田　正　男
山 崎 博 史
辺 見 武 志
西 野 雅 彦
出 井 俊 治
宮 崎 　 晃
山 田 裕 幸
田 中 　 等
山 本 浩 二
尾　㟢  まみこ


